
容
易
に
分
離
す
る
の
で
ー
多
-
の
砧
化
物
の

in
kon
g･

ru
en
t
溶
憶
の
中
に
そ
れ
が
明
に
際
立
っ
て
ゐ
る
｡
S
iO
B

及
び
M
g
O

の
様
な
量
っ
た
酸
化
物
間
の
純
化
撃
的

結

合
は
､
た
し
か
に

S
O
4K
2
分
子
中

S
O
Sビ
K
20

ど
の

間
の
結
合
だ
同
様
の
弧
qp
の
も
の
で
は
な
い
.
故
に
､

こ
の
様
な
権
化
物
結
晶
中
の
酸
化
物
-こ

罪
0

の
僅
か

の
畳
が
結
合
し
程
各
だ
い
ふ
事
は
早
-
か
ら
知
ら
れ
七

ゐ
る
｡
薯
魔
上
程
た
百
分
比
に
示
さ
れ
る
機
に
'
革
質

上
僅
か
の
範
囲
に
此
の
様
な
配
置
が
あ
ら
ほ
れ
る
と
い

ふ
罫
は
次
の
間
題
を
惹
き
起
す
｡
即
ち
結
晶
の
原
子
間

の
各
軌
は
充
分
大
で
あ
っ
て
水
の
分
子
は
非
常
に
小

で

あ
る
の
で
光
撃
的
に
等
質
性
を
審
は
す
に
水
の
或
る
畳

を
詰
込
む
こ
k
J
が
出
凍
る
か
デ

ブ
か
ど
い
ふ
内
容
物
の

基
間
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
｡
こ
の
様
な
含
有
水
の
役

目
に
閥
す
る
例
題
を
乗
に
説
明
せ
ん
だ
す
れ
ば
､
･先
づ

研
究
試
料
を
旗
範
囲
に
取
-
多
種
多
様
な
同
鹿
な
.
悼

質
の
碇
化
物
を
塵
和
せ
ね
ば
な
ら
ね
こ
だ
L1こ
な
る
0

梗
概
石
の
(N
o
･6
)
に
は
ま
た
金
鰭
の
分
析
も
報
告
さ

れ
て
ゐ
る
｡
そ
の
寛
畳
百
分
此
は

S
iO
2
-
4
0
･S
t)

F
e
0
-
9
-9
6
J
M
g
0
-
48
･8
0
-
H
20
=
0･9
0
で
あ
る
.

こ
の
線
和
は
1
0

0
で
あ
る
｡
チ
タ
ン
は
建
化
物
分
析
の

際
の
誤
差
範
囲
に

相
常
し
て
ゐ
る
｡

吾
々
が
研
究
に
使
用
し
た
鼠
選
は
燭
逸
科
学
互
助
愈

か
ら
の
も
の
を
用
ひ
た
｡
こ
～
に
威
謝
の
意
を
表
す
る

次
第
で
あ
る
｡

(束
北
帝
国
大
串
潜
碩
数
量

凝
視
勝
利
課
)

第
十
二
回
南
国
地
理
拳
骨
議
菜
報

寓
閑
地
排
撃
骨
講
は
常
閑
地
排
撃
協
食
主
催
の
下
に

一
九
二
五
年
四
月
の
披
革
カ
イ
ロ
府
に
於
け
る
大
骨
の

後
を
承
け
て
本
年
七
月
十
四
日
よ
-
十
六
日
ま
で
共
闘

倫
故
tこ
て
同
十
七
打
よ
旦
･1十
五
日
ま
で
創
橋
に
て
関

節
十
二

阿前
脚
地
瓢
鮮
骨
柄
免
租

催
せ
ら
れ
た
｡
参
加
国
は
約
三
十
箇
聞
及
び
属
領
約
十

地
方
で
某
等
の
代
未
着
約
五
有
名
に
上
わ
､
就
中
知
名

の
地
坪
聾
者
と
し
て
は
共
闘
の
ヤ
ッ
キ
ン
ダ
ー
､
ヤ
ン
グ

ハ
ズ
メ
ソ
ド
､
ダ

レ
ゴ
-
I
.･
7
-
1
-
7
､
n
ル
)㌔

二
豊

三;L
1.I



地

ノ
凍

第
十
怨

弟
凹
雄

志

四

三
E
I

h
Lユ
'
俳
の
t･
ル
ト
ン
又
､
ヤ
〆
ジ
屯
ク
ー
P
ブ
･ジ
ュー

h
e
べ
ネ
ヴ
ァ
ン
.
玖
ソ
㌢

-
γ
'
米
の
ア
ヅ
ト
ク
ル
ド
.

ポ
ー
マ
ン
､
･ジ
㌣
ン
ソ
ン
､
諸
の
ネ
ル
ソ
ン
､

波
蘭
の

ロ
ー
ヤ
ー
等
求
脅
し
日
本
よ
り
は
東
大
の
山
崎
直
方
博

士
を
姉
め
参
謀
本
部
陸
湖
測
豊
部
の
石
井
大
佐
､
倫
故

日
本
大
使
館
附
立
花
大
尉
京
大
の
小
牧
賓
繁
氏
､
北
大

の
鈴
木
醇
氏
､.
垂

空
路
師
9
.内
田
寛

l
雪

今
村
撃
郎

氏
､
奈
良
女
高
価
の
両
肘
輿
個
郎
氏
'
醐
空
風
蘭
の
田

仲
義
民
､組
閣
大
挙
の
中
村
良
太
郎
氏
､
及
び
予
を
各
L

で
十

一
名
出
席
､
唯
斯
勢
研
究
の
鑑
ん
な
閉
ざ
し
て
猫

泡
が
今
日
も
種
々
の
坪
山
に
よ
rC二

名
の
代
表
者
訂
送

ら
な
か
っ
た
の
は
遺
憾
f
J
あ
っ
た
｡
骨
紙
は
骨
董
グ
ァ

ツ

チ
エ
よ
り

氏
(
伊
)
副
骨
長

ヌ
ニ
ェッ氏

(英
)同
山
崎
恵
方

氏
(
日
)
等
司
令
の
下
に
左
の
如
き
順
序
で
進
行
さ
れ
た

七
月
十
四
日
､
午
前
十
時
牛
'
倫
敦
王
立
地
尊
協
骨
に

於
て
甫
閥
宵
寓
分

l
地
間
委
員
愈

･

午
後
三
時
牢
'
同
所
に
於
で
王
立
地
撃
協
愈

長
主
催

金
員
招
待
骨

及
び
地
排
撃
参
考
品
展
腰
､
同

音
経
歴

午
後
七
時
牛
英
園
地
排
撃
似
東
部
､
及

コ
ス
屯
ス
供

東
部
藍
僻
瑠
‥符
骨

-

七
月
十
五
日
､
午
後
五
時
倫
敦
科
挙
博
物
館
に
放
て
英

国
文
部
省
主
催
､
地
5
'聾
p
測
地
撃
､
天
文
勢
サ
気

象
撃
其
他
日
飲
料
撃
に
踊
す
る
陳
列
晶
展
野

七
月
十
六
日
､
午
前
十
陣
中
王
立
地
撃
協
骨
に
於
て
筋

層
地
班
聾
協
愈
賓
行
警

貝
食

午
後
三
時
牛
同

所
に
於
て
苗
圃
宵
嵩
分

一
他
聞
第
二

回
重
点
骨
同
午
後
八
時
ゼ
〝
ド
ホ
ー

ル
に
於
け
る
倫

敦
市
長
主
催
会
員
増
待
命
､

共
闘
皇
太
子
殿
下
御
臨

場
七
月
十
七
日
'
午
後
三
時
寧
p
創
橋
大
撃
ア
十

ス
ク

ー
ル
に
於
で
寓
図
地
理
撃
協
骨
絶
食
､
.大
倉
副
食
長

及
各
部
長
指
名

七
月
十
八
日
'
年
前
十
二
時
創
棒
大
撃
セ
ネ
-
ト
ハ

ウ

ス
に
於
で
節
十
二
回
苗
圃
地
相
骨

箱
正
式
開
食
式
､

剣
橋
大
撃
兼
長
司
号

令
長
グ
ァ

ツ
≠
ェ
リ
氏
の
間
食

の
酢
午
後
二
時
四
十
五
分
'
ア
ー
ト
ス
タ
ー
γ
に
於
て
絶

食
､
苗
圃
百
番
分

1
地
圃
委
員
愈
報
告
聴
取
-

午
後
三
時
十
五
分
も

講
演
ク
ロ
ト
フ
ォ
ー
▲ル
ト
氏
考

ふ山
撃
的
地
閲
に
就
て

･



専
後
九
時
､
エ

マ

ヌ

エ

ル

カ
レ
ッ
ヂ
金
員
招
待
骨

七
月
十
九
日
､
午

前

十

時

よ
,--
泰
時
牛
ま
で
左
の
各
部

D.C,B.A. 令
数
甥
地
坪
撃
､
測
地
撃
､
地

固
撃
部

自
然
地
坪
撃
､
地
形
卑
'
海
洋
学
部

生
物
地
排
撃
部

人
文
地
珊
撃
'
土
俗
撃
'
政
治
地
相
撃
'
経
路

地
坪
撃
部

m

歴
史
地
相
聾
､
池
川
撃
史
郎

n

地
誌
'
地
灘
致
育
'
報
督
'
地
名
部

(
各
部
に
於
け
る
研
究
越
日
は
別
に

一
滴
し
て
蓮

ぶ
る
二
だ
ゝ
す
る
)

午
前
二
時
牛
嵩

岡
地
排
撃

協
食

饗
行
李

貝
愈

午
後
三
時
､
附
国
典
活
調
査
奏
員
愈

同

…

プ
リ
オ
セ
ン
期
及
プ
ラ
イ
ス
ト
セ
ン
期

にこ
於
け
る
段
丘
調
査

委
員
骨

.

＼
牛
後
九
噂
､
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
に
於
で
講
演
ク
ラ
ネ

t
ジ
博
士
ケ
ム
ブ
リ
ッ
デ
市
及
其
の
大
撃

七
男

手

斗

聖

賢

澱
よ
り
零
時
牢
ま
で
各
部
愈

午
後
三
時
､･
絶
食
'
席
上
田
園
生
活
調
査
委
員
愈
租

界
十
二
回
鞘
蜘
地
班
串
骨

課
永
和

駄
目聴
取
放
討
弘柵

年
後
四
時
ー
劫
橋
大
聾
組
長
主
催

シ
ド

エ
ー
サ
セ
リ

ク
ス
カ
レ
ッ
デ
に
於
け
る
金
員
招
待
食

∴

七
月
二
十

山
口
､
午
前
十
時
よ
-
客
時
牛
ま
で
各
部
骨

=
一L
B
E
E
E
は
各
同

′ー
午

後
九
時
'
ス
コ

ッ

ト

極

地
探
検
研
究
所
招
待
骨

七
月
二
十
二
日
､
日
曜

二
付
グ
ム
ブ
ク
ツ
ヂ
近
郊
混
撃

遠
足
の
外
食
講
は
体
愈

七
月
二
十
三
日
'
年
前
十
時
よ
り
客
時
牛
ま
で
各
部
愈

午
後
二
時
､
線
骨
プ
リ
オ
セ
ソ
期
及
プ
ラ
イ
ス
･i
.也

ン
期
段
丘
調
査
委
員
食
報
告
聴
取
及
討
論

午
後
九
時
'
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
に
於
て
講
演
'
ヤ
ン

グ

Jt.
ズ
4,,
ン
ド
氏
,b
ヤ
ク
ス
ガ
ム

バ
レ
L
･.探
険

七
月
二

十
四
日
､
午
前
十
時
よ
-

零

特
牛
ま
で
各
部
食

午
後
二
時
絶
食
.
溝
演
t

p
y
シ
ー
ル
第
十
五
六
世

紀
に
於
け
る
俳
問
航
海
の
失
ほ
れ

た

る

託
鉾
に
就
て

ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏

北
米
充
溢
岸
に
於
け
る
海
岸
線
種
砂

の
問
禦

幻
燈
使
用
)
'

ヤ
γ
ト
ン
女
氏
大
洋

へ
流
出

す
る
地
域
の
横
が
-
､
オ
ジ
ル
ビ
ー
氏
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ン
ド
フ
ァ
ー
ス
地
方
の
地
形
閲
説
明

年
後
七
時
牛

.
J･
ク

エ
テ
ィー
カ

レ
デ
に
於
で

英
園

芸

呪

三
五



地

銀

節
十
馨

政
府
主
催
主
要
骨
月
招
待
晩
鹿
骨

午
後
九
時
四
十
五
分
セ
ン
ト
',,h
ォ
ン
ス
カ
レ
ヅ
デ
に
於

て
英
問
政
府
主
催
全
員
招
待
夜
食

七
月
二
十
五
日
午
前
十
時
､
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
に
於
て

綿
禽
ー
寓
園
地
押
尊
協
骨
骨
計
報
野
､
次
回
の
禽
期

を

7
九
三

1
年
'
其
の
食
場
を
備
問
巴
里
だ
す
る
こ

ど
.
及
び
次
回
の
役
員
を
定
め
'
次
回
の
研
究
問
題

を
試
し
.
次
で
協
骨
の
名
に
於
て
創
橋
大
塾
督
局
に

封
し
大
食
施
行
上
の
好
感
を
威
謝
L
t
史
に
本
期
大

骨
愈
長
に
封
し
謝
辞
を
毒
し
､
最
後
に
骨
長
の
挨
拶

が
あ
っ
て
間
食
し
た

･

展
腰
骨
'
風
車
兼
行
等
､
本
骨
期
中
地
珊
撃
踊
係
の
種

々
の
展
魔
骨
開
催
せ
ら
れ
､
各
学
校
其
他
に
於
け
る
研

究
賞
､
博
物
館
等
も
骨
員
に
対
し
開
放
せ
ら
れ
た
が
､

基
の
主
な
る
も
の
軒
畢
げ
ろ
だ

倫
敢
王
立
地
撃
協
骨
=
地
理
学
閥
係
器
械
標
本
､
寓

展
､
地
同
園
藩
政

鰍
散
大
英
博
物
館
=

世
鼻
音
地
図
類

除
数
､
科
挙
博
物
鮎

-
地
相
撃
其
他
自
然
科
尊
慮
本

∵
地
図
､
鯨
岡
鼎

.釧

種

火

.帯

地

輝
博
物
館
､
基
山閥
の
倉
石
Lb供
物
蹄

第
四
班

三
共

三

六

同
地
排
撃
研
究
室

-
共
闘
宵
地
聞
及
固
沓
類

同
大
学
園
番
舘
-

世
界
育
地
問
澱
頑
固
脊
強

攻
に
毎
日
午
後
及
日

魔
に
は
励
橋
近
郊
の
遠
足
が
あ
っ

て
地
形
地
質
.
土
俗
､
衆
渉
等
諸
般
に
亙
っ
て
そ
れ
-

専
門
家
の
指
導
を
受
け
た
が
閉
食
後
は
左
の
三
班

に
分

れ
て
巧
-
ク
ー
カ
ー
n
I
チ
の
風
琴
兼
行
が
催
さ
れ
た

A
班
､
創
椅
-
サ
ウ
ス
ペ
-
-
サ
ウ
ザ
<
プ
ト
ン
-
ウ
エ
ス
タ
ン
ウ

ヰ
-
ル
ド

=
倫
敦

､

三

日
間
約

二

五

五
哩

Eq
班

､
創
橋

-
ワ
イ
ン
ダ
ー
か
-
サ
ウ
ス
ベ
-

-
ス
ト

ー
ン
へ
ソ

･汐

見
韓
-
ウ

イ
ンチ
ェ
ス
タ
-
-

倫

故

'

三
日

間
約
二

七
〇
哩

C
班

,

創橋
-

ス
ト

ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ル
ド
オ
ン
ア
ブ
オ
ン
帖

ベ
ク

タ
イ

n
イ
ド
-

カ
ル
ナ
グ
ォ
ン
-
ス
ノ
ー
ド
ソ
発
山
-

パ
ー
マ

ウ
ス-

カ
ル
デ

ィが
〆
-

プ

レ

ー
Ttノ
-

カ
ー

デ
ィ
7
-
Z=
ス
-
牛

枠
-

倫
敬
､
七

日
間
約
七
六
〇
哩

囚
rl
c
班
は
姶
ん
ど
{

H
I

ル
ス
全
部
私
施
行
す
る
も
の
で
月
琴

都
功
は
地
形
､
地
質

よ
り
人
文
地
班
､
総
研
地
理
串
に
て
吹
捲
多

-
日
本
代
表
の
大
部
分
は
之
に
参
加
し
た
O

各
部
食

に

於

て
討

範

せ
ら

れ

た

問

題

及
び
其
の
講
演
者

ん

数
紺
地
排
撃
､
測
地
学
､
他
聞
輩
部

G
.B
ogn
etti-
T
he
i
n
tem
lfiol
ll
A
tlas
of
th
e
T
.o
u
r
;n
Z

Ctub
Z
t

atianDI
a

B

eyI
T

he
new
A
tla
s

o
f
E
g
y
p
L

.i
U
zeI～
A
short
S
tu山yof
Lh
tc･r=
c
a

r
l

A
はI=a
t
.p
h
o
to
-



g
r
q
p
h
ic
m
c
fh
o
ゴ
s
a
n
d
th
亡三r
F
u
tミニrこ
P
o
SS三b
li=
A
d
ap
ta
tio
n

fo
r
E
x
p
lo
ra
tio
n
P
u
rp
o
se
で.
E
.
L
.
J
on
es
-
G
eo
g
rap
h
i
-

Ca
l
Im
p
or
tan
ce
o
f
C
o
astal
S
u
rv
ey
s
r
C
.
C
.
C
alia
ti-

T
h
e
m
a
p
.
rJf
IITarak
o
ra
lT]･
A
･
R
I
ロ
in
k
s-
E
d
w
ard

W
rig
h
t
P.n
d
ll/I三rCatO
r.
C
.
C
lose
-
T
h
e
T
raLn
SVe
rSe

m
o
llw
eid
e.
G
.
T
.M
accaⅥ
･-
T
h
e
F
ig
u
re
o
f
th
e
E
a
rth
･

A
･
C
h
olley
-
L
′
A
tlas
p
h
otog
rap
h
iq
.l
e
d
u
R
h
l,･T
3･
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十

替

右
の
中
に
て
本
大
骨
中
の
寮
要
問
題
だ
L
で
人
気
を
集

中
し
た
の
は
.
A
部
で
は
卒
中
葛
異
投
影
法
､
Fq
部
で

は
東
棟
塵
化
'
海
岸
線
砕
移
.
C
部
で
は
高
山
に
於
け

る
動
植
物
tD
部
で
は
人
口
及
群
落
の
分
布
､
田
園
生
活

に
闇
す
る
事
項
､
E
部
で
は
先
史
地
排
の
問
題
､
歴
史

時
代
の
東
棟
鍵
化
､
F
部
で
は
赦
民
地
の
地
誌
的
研
究

等
で
あ
っ
た
.
勿
翰
前
回
よ
む
の
宿
題
ど
な
っ
て
ゐ
た

苗
圃
百
両
分

山
地
ー封
は
既
に
各
閣
典
調
製
を
終
っ
て
骨

場
に
陳
列
し
擢
児
に
供
し
､
同
委
員
食
で
は
中
央
局
の

維
持
費
ビ
し
て
各
園
よ
り
十
滴
宛
支
出
す
る
こ
ビ
中
央

に
販
質
膳
を
指
定
す
る
こ
ビ
ー
閉
外

へ
の
褒
僧
を

一
定

し
て
凡
て
三
悪
だ
す
る
こ
.,J
等
を
決
克
し
､
口
本
に
封

し
て
地
名
の
都
馬
手
の
式
を

一
定
す
る
様
要
求
が
あ
っ

た
.
次
に
田
園
蕉
清
に
開
す
る
調
査
'
プ
リ
オ
セ
ン
劫

第
四
耽

二
八
〇

四
〇

プ
ラ
イ
ス
ト
セ
ン
期
に
於
け
る
段
丘
の
研
究
に
放
て
は

既
に
そ
れ
-

､
委
員
が
設
け
ら
れ
て
其
の
研
究
調
宜
の

結
果
を
絶
食
に
報
告
し
た
こ
と
は
前
述
の
迫
-
で
.あ
る

が
､
是
等
及
其
他
の
宿
題
は
各
部
骨
に
於
で
も
盛
ん
に

研
究
討
硫
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
甥
分
は
次
回
ま
で
連

携
す
る
筈
で
粘
局
宿
題
だ
し
て
次
の
骨
議
に
委
ね
ら
れ

た
の
は
+;
生
物
分
布
地
固
作
製
'
歴
史
時
代
に
於
け
る

気
候
塵
化
に
軸
す
る
材
料
蒐
基
､
各
岡
に
於
け
る
古
代

地
閲
の
系
統
的
蒐
基
p
雁
馬
静
岡
版
間
の
甘
地
聞
凝
行

の
問
題
､
田
園
生
活
の
調
査
を
更
に
餌
き
に
互
-
進
む

ろ
仲
､
典
薬
地
相
の
研
究
及
其
の
分
布
地
間
作
製
の
件

高
所
に
於
け
る
動
植
物
の
研
究
等
で
其
他
委
細
は
迫
で

同
協
骨
か
ら
第
十
二
回
常
園
地
R
.撃
愈
埼
報
告
番
ビ
し

て
敬
愛
す
る
筈
で
あ
る
.
(打
中
秀
作
報
)

地
球
節
拾
容
'
第
三
班
､
本
邦
銀
発
の
今
昔
'

跳

六

E
丈

六

行
日

大
末
文

十
四
行
目

六
八
末
路
よ
り
言
行
日

岡

阿

七

山
許

二
行
目

七
四

賞

六
好

日
I

金
､

鈴
'

追
究
鞍
手

五
下
に
､
放
尿
に

管
班
の
柴
の

試
み
ち
れ

硫
酸
把
料

正
A
J

】

正0

金
､
鋭
､

鈴

Q

f.3
到
､
鞍
手

0

五
皆
院
に0

0
0

幹
部
の

下
に

銑
非
の

0

試
み

ら
れ

O

砥
部
肥
料


